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みまもり広場

従業員駐車場

平面図 S=1:500

採れたて販売棚食べる

屋外キッチン料理

フルーツガーデン採る

みんなの菜園採る

まちかど掲示板知る

まちのオフィス働く

暮らしのステーション知る
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オムツ赤ちゃんひろば育てる

どうぶつの庭（ドッグラン）触れる

プレイカフェ育てる

みんなの
家庭科教室料理

採れたて食堂・テナントカフェ　　  　  205㎡
プレイカフェ・赤ちゃん広場・その他　   257㎡

増築部合計　　　　　　　　　　　      35㎡

既存改修部合計　　　　　　　　 　   783㎡

面積表

ワーキングスペース・暮らしのコンシェルジュ・工房      86㎡
通り土間・内土間・廊下ギャラリ・事務受付・ショップ   191㎡
WC・多機能トイレ　　　　　　　　　　　　     44㎡

待合所（トイレ含む）　　　　　　　　　　　       35㎡

新設屋根合計　　　　　　　             1123㎡

「わっか」折半屋根部（駐車場部含む） 　　       　  1039㎡
パーゴラ屋根部　　　　　　　　　  　       　    84㎡
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耕す農業体験

雨に濡れずに鋸南幼
稚園・トイレにアクセス

敷地西側の小道からのアクセスを確保
県道を通らずにアクセスする町民用入り口

南向きの明るい室内空間

見通しの良い
受付・事務カウンター

通り沿いの室と連動して賑
わいの中心となる通り土間

トップライトのある
明るいプレイカフェ

内土間と勝手口は
閉めきりが可能

屋外/廊下ｷﾞｬﾗﾘ とー一体利用し、北
部の山並みを見渡すカフェ・食堂

町の住民と育てる菜園
地産地消を見える化し、農業体験もおこなう

わっか各所に子供をみまもる居場所
カフェ客席/ベンチ

既存樹木をWSで移植

都市交流施設内の
みんなの家庭科教室と連携

わっかに囲まれ、どこからでも入りやすい、
多世代が安心して利用できるみまもり広場

都市交流施設ピロティから
続く流れをわっかに引き込む

保田駅方面からの歩行
者用アクセス動線を確保

玄関広場には、町民/観光客/従業員
を繋ぐ鋸南のまちかど掲示板を設置

既存樹木をWSで移植

浄化水槽

■町民活動/移住支援を後押しする暮らしステーション

待合所
人々の交流

まちかど掲示板

採れたて販売棚

屋外キッチンから

道の駅
保田小から

駐車場から

鋸南幼稚園から

保田駅から

食材の循環

人や食材を
運ぶバス

待合所の外壁に電子掲示板
を取り付けます。

知る

販売棚は工房と連携した
ワークショップで地域産
材を用いて作ります。

みまもり広場

鋸南の「わっか」概念図

地元作り手

移住希望者
工房

まちかど掲示板

暮らしのステーション道の駅保田小学校
まちのコンシェルジュ

赤ちゃんひろば

農業体験

採れたて食堂

雨の庭

プレイカフェ

道の駅保田小学校
こどもひろば

道の駅保田小学校
みんなの家庭科室

屋外キッチン
中央公民館
子育て広場

空き家バンク

安房農業協同組合
保田漁協ばんや

給食センター

まちのオフィス

フルーツガーデン

地域おこし協力隊

どうぶつの庭

　　の
わっか
食育

周
辺
子
育
施
設

　　　の
わっか
子育

　　　の
わっか
住育

周
辺
食
育
施
設

観光客

周辺住育施設
鋸南ミライセンター

地元住民

■交流のネットワーク拠点となる「わっか」
鋸南町の周辺施設と連携し、「食育」「子育」「住育」
をみんなでつなぐ、鋸南の「わっか」をつくります。

採れたて販売棚

赤ちゃん広場から
授乳スペースは雁
行した動線

オムツ
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まちのオフィス
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キッチン 工房と連携した
土間へ広がる遊び

ものしり本棚

段差が生み出す
見守る視線

プレイカフェの構成

赤ちゃん
ひろば

勝手口から勝手口から
駐車場から駐車場から 暮らしステーション

まちのオフィス

町民の通り道と観
光客の動線との
交差位置に設置

町民の活動を
見通せる通り窓

地域材使用の
カウンター/ベンチ

旧幼稚園の保健室/職
員室の開口を利用した
エントランス

様 な々人数での活動を後押し
正方形のテーブルを導入

将来的に活用する水田・ファーム

フルーツ
ガーデン

みんなの
菜園

食材とつくる過程が
土間から見える厨房

土間

調理

収穫の際に使う道具を保管する倉庫
採れたて食堂 テナントレストラン 

みんなで採った食材を
下ごしらえする手洗い場

収穫から食べるをつなぐ「わっか」

秋に稲などを
干しておくはざ掛け

収穫

食べる

赤ちゃん広場
に近いまちの
オフィス

赤ちゃん広場に
近いトイレ

課題に対する提案　課題① 利用方法等に関する提案
様式第 10号

敷地全体をつなぎ  鋸南のいまをつなげる  鋸南の「わっか」と「みまもり広場」
平面計画

■敷地を広く使った利用方法の提案
鋸南幼稚園を含め、
敷地全体を使用し
た交流の場である
「みまもり広場」を
「わっか」で囲いま
す。新たな交流施
設のあり方として、
道の駅保田小には
ない面的な交流を
提案します。

鋸南町の人・モノ・コトをつなぐ─開かれた交流の場「みまもり広場」
利用方法

　回遊性を高める土間
幼稚園の一部を「通り土間」とし、「わっか」
と敷地全体の回遊性をつくりだします。

　大きな広場
敷地の真ん中に面的な大きい広場をつくり、
のびのびとした自由な活動・交流を促します。

　散らばる「活動」
敷地全体に活動を点在させ、敷地を広く使い、
偶発的な交流をつくりだします。

鋸南町のいまをつなぐ　　活動ネットワークの拠点となる「わっか」　(子育て・食・暮らし(職・移住))
敷地ネットワーク

人通りの多い通り土間に面し
た配置の赤ちゃんひろばでは、
訪れる赤ちゃんのママ同士の
交流が生まれます。オムツ室
や授乳室は 動線を雁行させ人
目を気にしないプライベート
空間になります。まちのオ
フィスで働くママの子育ても
しやすい計画です。

■中からも外からも使いやすい「赤ちゃんひろば」

■多年代の子供とママパパの交流拠点となる「プレイカフェ」
体育館はプレイカフェとし
て幅広い年齢の子供たちが
遊べるように計画し、子供
の世代が異なる保護者同士
の交流もできるようになり
ます。室内に設けた段差と
本棚が大人と子供の視線の
関係を生み出します。工房
と連携した遊びも魅力です。

バスの待合所を敷地の広場まで引き込
むことにより、鋸南の暮らしに関する
情報共有や、バスで運んできた野菜の
販売など人やモノの結節点となります。

■モノや人の拠点となるバス待合
移住相談、町民活動拠点となる暮らし
のステーション/まちのオフィスを町民のた
めの地域動線と外来者動線の交差位置
に配置。町の活動を見える化します。

フルーツガーデンやみんなの菜園、裏
の水田などから食材を収穫し、土間を
使いながら「採れたて食堂」でそれら
を調理して食べる過程を体験できます。

■食のサイクルが見える「採れたて食堂」

地元のアーティストの
作品が買えるショップ

日曜大工や作品づくり、
DIY を行うための工房

農家さんから直接野
菜の育て方を教わる。

子どもを見守りながら
プレイカフェで世間話

暮らしのステーション
で鋸南町ラジオの放送 道の駅保田小の入り口から

季節感を感じる雨の庭

ピクニックのランチ
を作る屋外キッチン

青空の下、広い芝生
の上で駆け巡る。

みまもり広場 屋外キッチン料理

まちかど掲示板知るまちのオフィス働く暮らしのステーション知る

 工房作る

雨の庭 学ぶ

農業体験 耕す耕採れたて食堂食べる食べ

プレイカフェ育てる




